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文責：校長 大内雅之

陸上交流大会にむけて
～６年生のがんばりをみんなで応援～

２４日に、市内の６年生が参加する「二本松市陸上交流大会」が開かれます。大会に向けて６
年生は忙しい日々の中、熱心に練習に励んでいます。１９日には、雨の中にはなってしまいまし
たが、大会会場になる「カントリーパークとうわ」に出向き、会場を確認してきました。（本来
は現地で練習する予定でしたができずに残念です。）
そんな６年生を支えようと先生方は６年生が出場する各種目の練習を担当したり、児童会の集

会委員会では「選手壮行会」を企画したりしながら北小全体で６年生をバックアップしています。
選手壮行会では集会委員が「エール」を切ってくれました。この思いは６年生の力になったよう
に感じています。頑張れ６年生！！

ちょっといい話
あいさつ運動助っ人登場！！
～６年生の姿に憧れて～

６年生が、校門前で全校生を迎える「あいさつ運動」は北小の
朝を象徴する活動として定着してきました。６年生のあいさつに
元気に応える下級生の姿は、見ていてとてもうれしくなります。
そんな６年生の姿を見ていて「やってみたい」という憧れをも

ったのでしょう、３年生が「あいさつ運動やってもいいですか？」
と私に尋ねてきました。もちろん OK。その時からあいさつ運動
に小さな助っ人が誕生しました。一人がはじめるとまた一人、ま
た一人と助っ人が増えてきました。例年２学期以降に「助っ人」
が登場することはあったのですが、今年はかなり早い時期からの
登場になりました。まさに「＋αの行動」。この行動が続くか、続かないかなんて問題ではあり
ません。行動したこと自体に大きな意義があると思うのです。
思うこと・何かを感じることは＋αの第一歩であることは間違いありませんが、それを「行動」

に結びつけるのはとても大きなハードルがあることは十分承知しています。しかし、行動するこ
とでしか、何かを変えることはできませんし、行動することで初めて見えてくる景色もあると思
うのです。
６年生の後ろで大きな声であいさつする３年生。その声に負けないくらい大きな声であいさつ

する６年生。相乗効果で北小全体が元気になることを期待しています。

保護者の皆様からの声をお待ちしています。
～学校に対するご意見・ご感想等お気軽にお寄せください（または assist.nihonmatsukita-e@fcs.ed.jp まで）～
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輝け！北っ子！


